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Ⅰ B2 VTR 開発事例の組織過程分析 

0 柳下和夫 ( 金沢工大工 ), 伊地知覚 博 ( 科技庁・科学技術政策研 ), 
平澤 冷 ( 東大総合 ) 

1. 序 

著者らは、 特許と学術文献という 知的成果物データベースを 用いて、 研究開発組織におけ 

る 動的過程を表現する 方法論を開発してきた [1 目 ] 。 今回の報告は VTR の開発事例を 通じ 

て 、 組織過程の実態を 把握し、 日米、 あ るいは企業間の 差異について 考察を深めたものであ 

る 。 

2. 分析対象技術の 概要 

家庭用 VT 『 R は日本で開発され、 世界にさきがけ 技術革新をもたらして 数少ない製品の 一 

っ であ る。 その技術の起源は Ampex が開発した業務用 VTR であ る。 しかし大型で、 高価 

で、 操作が面倒な 業務用 vTR を、 家庭用に小型化、 低価格化、 操作の簡略化をするのは 容 

易 なことではなかった。 そのため数多くの 発明が行われた。 

基本となる技術はもちろん 磁気記録技術であ る。 といっても電子回路技術ばかりではな 

く 、 小型化するためにはアジマス 記録のような 画期的な発明も 行われた。 また、 メカニズム 

の分野でも、 多くの発明がなされた。 たとえば、 2 リールカセット 方式に収 飯 するまでの 多 

  の 試行錯誤 や 、 走行性の精密化のための 機械技術、 さらには初期のトップ・ローディン グ 

方式からフロント・ローディンバ 方式への転換に 伴うシステム 開発など。 

仝回はぬⅡが x 、 RCA 、 日本ビクター (JVC) 、 ソニ一の 1952 年から 1980 年までの米国特許、 

および JVC 、 ソニー、 松下電器の 1960 年から 1990 年までの日本特許と 学術文献を比較のた 

めに取り上げた。 そのうち解析の 進んでいる Ampex と JVC ( 日 、 米 ) を中心に報告する。 

米国特許の検索は、 米国特許分類の CIass358Facsi ㎡ leorTelevisionRecording の Television 

Recording 相当部分および Oass360Dyn ㎝ icIn ㎞ mationStorageorRetrieval の関連箇所を 検 

索した。 また米国特許分類の 変化は精密にトレースした。 日本特許は上記相当分野の 公告 特 

許を検索した。 
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学術文献データベースとしては CompendexPlus を用いた。 

3. 方法 

方法としては、 著者らがすでに 開発してきた 動的活動連関 図によ る方法、 すなわち学術文 

献や特許情報 ( 審査済み特許、 公告・公開特許公報 ) に現れる著者や 発明者の時系列的な 活 

動の内容、 および共著者や 共同発明者の 協力関係を分析することに よ り組織過程を 解明する 

方法 [7] を用いた。 特許も学術文献とも 単著 でも共著でも 1 件と数えた。 

4. 分析 

各社の技術者 ( 発明者 ) および研究者 ( 学術文献の著者 ) の活動をグループ 別 および 時系 

列 的に把握し、 動的活動連関 図に 図示した。 多くの場合、 技術者と研究者はオーバーラップ 

している。 特許および学術文献の 報 数 の多 い 人を重要人物と 定義し、 その活動を特許および 

学術文献の発表の 観点から把握した。 活動を個人の 活動とグループの 活動の両面からとら 

え、 他のグループとの 組織関係を動的活動連関 図に 図示した。 

4.1.Ampex 

ぬ npex で 報 数の多い重要人物 ( キーパーソンと 考える ) とその 親 数を氏名 ( 特許，学術文 

献 )  の形で示すと、 Ravizza,R.F, 氏 (12,0) 、 Coleman,C.HJJr, 氏 (10,2) 、 Hathaway,R  .A. 氏 

(8,0) となる。 

ぬ Tlpex では、 発明者も学術文献を 書くが、 発明家とは別に 学術文献のみを 書く研究者が 日 

立っ。 図 la,lb,lc に Ampex の動的活動連関図を 示す。 

Ampex では個人の発明の 戦が複数のメンバ 一による発明より 多い。 分析対象発明 391 件 

中 、 個人の発明が 262 件で 67.1% であ る。 

発明者あ るいは学術文献の 著者の個人とバループを   合わせたサイズは 平均 1.51 名であ る。 

2 人以上のバループのサイズは 2.28 人でであ る。 最大のグループは 8 人でこれは学術文献の 

著者であ る。 グループの寿命は 長 い ものでは 15 年に達する。 
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4.2.JVC 

JVC のキーパーソンとその 成果を氏名 ( 特許，学術文献 ) で示すと、 広田氏 (46,5) 、 太 

出床 (42,0) 、 金城氏 (35,1) 、 平乗 氏 (33.1) 、 鶴田氏 (28,1) 、 藤田 ( 元 )  氏 (22,0) 、 本庄 氏 

(18,0) 、 井上氏 (17,0) 、 並木氏 (15,0) 、 松尾氏 (13,0k 、 徳山氏 (12,0) 、 杉山氏 (11,0) と 

なる。 図 2a,2b,2c に JVC の動的活動連関図を 示す。 

JVc では、 個人による発明件数の 方が複数のメンバ 一に よ る発明件数よりも 多い。 分析 対 

象 発明 511 件 中 、 個人に よ る発明は 282 件で 55.2% であ る。 

発明者あ るいは学術文献の 著者のグループのサイズは 平均 2.02 名であ る。 

JVc の日米特許の 比較をした。 日本の企業は 日本国内では 防衛特許を多数出願する 傾向が 

あ り、 アメリ ヵ には翻訳や特許出願費用の 関係で、 精選したものだけを 出願する傾向があ 

る 。 Jvc の場合でもこの 傾向が見られる。 

JVC では 1969 年と 197,5 年に動的活動連関 回 に大きな変化が 見られた。 これはそれぞれ 開 

発 体制の大きな 変化に六十席、 している。 

4.3.  ソニー 

ソ ニ一には、 特許と学術文献を 10 件 以上出した人が 12 人いる。 重要人物とその 親敬 を氏 

名 ( 特許，学術文献 ) の形で示すと、 森屋 氏 (36,4) 、 渡辺氏 (28,0) 、 坂本氏 (28,0) 、 木原 

氏 (26,8) 、 沼倉 氏 (13,0) 、 久保田氏 (26,4) 、 神原氏 (15,0) 、 タチ氏 (15,1) 、 中村氏 (13, 

lk 、 町田氏 (11,4) 、 山川氏 (11. り 、 岡田氏 (11.4) 、 平井氏 (10,2) 、 中野氏 (10.2) となる。 

ソ ニ一では個人による 発明の方が複数のメンバ 一による発明より 多い。 分析対象発明 401 

体中個人に ょ 6 発明は 257   件で何・ 0<70 であ る。 

グループのサイズは 平均で 2.00 人で、 2 名以上のグループのサイズは 平均 2.72 人であ る。 

学術文献が 45 件と参りことが 注目される。 また、 15 年にわたる継続研究者がかる。 

4.4, 松下電器 

松下電器では 特許 342 件に対して学術文献を 26 件発表している。 松下電器には 特許や学 

荷文献を 10 件以上出した 人が 20 人いろ。 これらの人たちは、 自分の技術分野は 守りながら 

も、 他の技術分野の 人たちとの共同出願も 多い。 
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重要人物とその 報 数を氏名 ( 特許，学術文献 ) で示すと、 谷口氏 (35.2) 、 有村氏 (23,0) 、 

久保 氏 (21,1) 、 薮氏 (22.0) 、 小林氏 (20,1) などであ る。 松下電器では 複数のメンバ 一に ょ 

6 発明の方が個人に よ る発明ょ り 多い。 分析対象発明 342 件 申 、 複数のメンバ 一に よ る発明 

は 214 件で 62.5%  であ る。 

発明者および 学術文献の著者のバループのサイズは 平均 2.38 名であ る・ 2 人以上のバルー 

プの サイズは 2.96 名であ る．最大のグループは 5 人であ る。 

有村氏と谷口氏のように 20 年間もこの分野で 発明を続けているべテランもいる。 

4.5.RCA 

RcA では個人の発明件数の 方が複数のメンバ 一による発明件数より 多い。 分析対象発明 

の 198 件 中 、 個人の発明は 145 件で 73.3%  であ る。 

5. 検討と考察 

Am が x では技術者の 小グループが 多数存在し、 それぞれ独自の 技術領域を分担している。 

言い換えると 発明者は自分の 専門技術領域をまもり、 他の分野に手を 出さない傾向があ るよ 

うだ。 しかしそれを 束ねて vTR とするためには、 マネージャ一の 強力なリーダーシップが 

必要であ るものと は 、 われる。 

JVC には異種の技術者間の っ ながりがあ ることが、 特許出願データから 読みとれる。 

一般に日本の 企業の技術者の 第一線で活躍する 期間は長く、 20 年間の長期にわたって 特 

許 出願を続けた 人もいた。 これは、 雇用形態が終身雇用の 企業の特徴であ る。 

従来、 VTR はアメリカの 血 n 匹 X が発明して mnemmentaIinnovation ( 漸進的革新 ) をしたと 

考えられている。 しかし、 この間の特許の 技術内容を精査すると、 家庭用 vTR にするため 

の 新規なアイディアが 日本企業で数多く 提案されており、 そのような製品技術を 支えるアイ 

ディア ( 発明 ) の有無が結果を 分けたことがわかる。   

また、 一般的にはアメリカ 人は個人主義、 日本人は集団主義といわれているが、 分析した 

中では、 松下電器を除いて、 日本企業の場合も、 個人で集中的に 特許を出願している キ一 

パーソンが混在している。 全体としてはグループ 成果の割合が 日本側企業ではやや 高く 、 集 

田主義的傾向をうかがわせるが、 その中に、 長期間にわたって 個人発明を中心として 活動し 
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ているキーパーソンが 混在していることは、 発明の本質が 何であ るかを考えるうえで 注目さ 

れる。 また一方で、 日本企業では、 異なる技術分野を 担 うサ プバループ間の 共同成果 や、 さ 

まざまな技術分野で 共同して成果を 挙げている " 技術統合型 " が存在しているなど、 システ 

ム技術を対象とする 場合の成功不成功を 分ける " 集団性 ( 共同性 )" の重要さに注目すべき 

であ ろ つ + 
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